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目
攻
。
ト
米
殺
法
目
標
四
と
走
塁
一
準
由
意
義
。
二
物
償
指
数
に
苧
、
案
。
一
一
一
物
債
指
数
に
米
償
の
趨
勢
を
加
味
ず
る
索
。
間
生
産
設
及
ぴ

rs

、

f

k

r

t

、h『
/

生
計
費
に
基
〈
案
。
五
結
論

rz

、

• 

第

米
穀
法
の
快
昭
三
米
債
基
準
の
一
意
義

米
穀
法
の
蓮
用
を
公
正
な
ら
し
む
る
た
め
、
米
債
基
準
を
設
定
す
る
の
必
要
な
る
は
言
を
侯
た

5
る
所
で
あ
る
。

傍
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
農
林
省
の
之
に
劃
す
る
原
案
も
略
ぽ
成
h
ノ
、
来
議
舎
に
提
出
さ
れ
米
穀
誌
の
改
正
を
見
ん
さ

す
る
形
勢
に
あ
る
。
此
の
際
、
米
債
基
準
設
定
に
闘
し
て
若
干
の
考
察
を
試
む
る
は
、
米
債
研
究
上
多
少
の
奉
考

さ
な
る
こ
芝
、
信
じ
、
以
下
少
し
く
そ
れ
に
就
て
論
及
す
る
こ
さ
、
す
る
。

我
園
内
地
の
米
産
額
は
豊
凶
に
よ
っ
て
差
異
ゐ
る
も
、
逐
年
増
加
の
傾
向
を
示
し
、
近
年
に
在
、
り
で
は
平
年
作

に
於
て
約
六
千
高
石
そ
上
下
し
、
某
の
債
額
に
就
て
は
昭
和
二
年
に
は
十
七
億
六
千
四
百
四
十
高
固
に
及
び
、
之

時

E命

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

九

第
二
放

中

/、



時

3命

四

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
容

O 

第

披

を
我
園
工
業
品
中
の
重
要
な
る
も
の
、
一
た
る
綿
綿
紡
積
品
の
同
年
の
生
産
債
額
五
億
四
千
六
百
三
十
二
寓
固
に

比
し
て
約
三
倍
に
営
っ
て
ゐ
る
。
勿
論
米
産
額
の
全
部
は
商
品
化
さ
る
、
も
も
の
に
あ
ら
ざ
る
も
、
般
に
業
の
約
竿

が
商
品
化
さ
る
、
注
す
る
も
、
業
の
債
額
は
備
は
相
営
の

E
額
に
蓮
し
、
我
が
圃
民
経
端
胴
上
米
穀
の
占
む
る
重
要

程
度
は
決
し
て
之
を
軽
視
す
る
佐
得
な
い
0

・
而
し
て
内
地
産
米
穀
は
殆
ん
ど
全
部
内
地
に
於
て
消
費
さ
れ
、
之
が

市
場
は
我
が
内
地
の
み
に
限
定
合
る
、
が
故
に
、
従
て
其
の
債
格
騰
落
の
影
響
は
内
地
生
産
者
の
み
な
ら
守
、
ま

た
消
費
者
の
蒙
る
慮
も
極
め
て
甚
大
で
あ
る
。
此
の
米
債
の
高
低
を
見
る
仁
、
実
の
原
因
は
収
穫
の
豊
凶
仁
よ
り
、

供
給
の
識
不
足
い
よ
り
、
一
一
般
物
慣
の
護
動
に
よ
り
、
戒
は
其
の
他
の
不
時
の
事
理
等
に
よ
る
も
の
で
わ
る
が
、

之
に
加
ふ
る
に
内
地
米
の
特
殊
な
る
品
質
さ
之
に
罰
す
る
邦
人
の
強
大
な
る
執
着
カ
さ
は
、
米
債
の
麗
動
を
一
層

強
烈
な
ら
し
め
た
。
試
み
じ
東
京
深
川
正
米
市
場
の
内
地
玄
米
中
米
標
準
相
場
を
見
る
仁
、
大
正
元
年
七
月
仁
一

石
二
十
三
国
二
十
九
銭
な
り
し
米
債
は
、
大
正
四
年
十
月
に
は
十
一
圃
三
十
一
銭
に
暴
落
し
、
大
正
七
年
十
月
じ

は
四
十
四
国
四
十
一
銭
に
上
騰
し
、
八
年
三
月
に
は
三
十
七
回
十
六
銭
に
再
び
下
落
し
、
九
年
一
月
に
は
更
に
五

十
四
国
六
十
三
銭
に
上
騰
し
、
同
年
十
二
月
に
は
二
十
六
回
三
十
一
銭
じ
暴
落
せ
る
有
様
で
あ
る
。

斯
る
米
債
の
激
麗
が
一
般
世
舎
に
及
ぼ
せ
る
影
響
の
最
大
な
h
し
は
、
買
に
大
正
時
代
に
入
り
て
の
こ
さ
で
あ

り
、
か
の
米
債
の
暴
騰
に
基
く
所
の
大
正
七
年
の
米
騒
動
、
ま
花
火
債
暴
落
を
防
止
す
る
た
め
帝
園
農
曾
及
び
各

府
賑
農
舎
に
依
て
起
さ
れ
た
る
彼
の
大
正
十
年
の
投
責
防
止
運
動
は
、
其
の
代
表
的
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
斯
の

如
く
米
債
麗
動
の
人
心
に
及
ぼ
す
影
響
は
極
め
て
大
な
る
も
の
あ
り
し
が
故
に
、
国
民
生
活
を
安
定
せ
し
め
、
農

家
経
済
を
堅
賓
な
ら
し
む
る
目
的
を
以
て
、
大
正
十
年
四
月
二
日
法
律
第
三
十
六
競
を
以
て
米
穀
法
が
後
布
さ
れ

第四十入団 帝岡統計年鑑に上る。1) 



た
。
そ
の
目
的
は
左
の
健
文
よ
り
之
を
知
る
こ
ぎ
を
得
る
。

第
一
傑

政
府
は
米
穀
白
需
給
を
調
節
ナ
る
免
必
要
あ
り
と
認
む
る
と
き
は
米
穀
の
買
入
、
資
波
、
交
換
、
加
工
又
は
貯
蔵
を
免
ナ
こ
と
を
得

法
文
上
は
米
穀
の
需
給
調
節
を
主
要
目
的
さ
な
せ
る
も
、
立
法
者
は
決
し
て
債
格
調
節
そ
全
然
無
耐
せ
る
所
で
は

な
か
っ
た
。
立
法
者
の
意
を
推
察
す
る
仁
、
米
慣
が
一
般
物
債
じ
臆
じ
て
器
使
勤
す
る
は
、
之
れ
米
穀
ぞ
れ
白
惜
の

原
因
に
よ
っ
て
起
る
も
の
に
あ
ら

5
れ
ば
、
米
穀
法
は
之
に
鯛
る
日
・
き
る
の
に
あ
ら
や
ざ
な
し
、
唯
米
穀
を
れ
白

樫
に
よ
る
原
凶
、
即
ち
豊
凶
、
供
給
の
過
不
足
に
よ
る
米
債
盤
動
の
場
合
に
於
て
の
み
、
先
づ
米
穀
の
需
給
を
調

節
し
、
刊
以
て
間
接
的
じ
米
債
を
調
節
せ
ん
ざ
す
る
に
あ
っ
た
。

然
る
に
米
穀
の
需
給
調
節
は
、
世
間
一
般
に
は
数
量
調
節
の
意
義
に
解
せ
ら
れ
、
専
ら
数
量
の
過
不
足
や
・
目
標

ざ
し
て
調
節
手
段
に
出
づ
る
も
の
さ
解
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
米
穀
市
債
の
卒
準
を
維
持
す
る
上
に
於
て
、
向
ほ

壷
さ

5
る
の
惜
あ
b
f」
批
難
さ
れ
、
遂
に
大
正
十
四
年
三
月
三
十
日
法
律
第
三
十
六
競
改
正
に
よ
っ
て
、
市
債
調

節
の
主
回
目
を
も
含
ま
し
な
る
に
至
っ
た
。

第

傑

政
府
は
米
穀
白
抜
量
又
は
市
債
を
調
節
ナ
る
免
必
要
あ
り
と
認
む
る
と
き
は
米
穀
の
買
入
.
費
波
、
交
換
、
加
工
又
は
貯
聴
を
鴛
ナ
己

と
を
得

従
来
の
需
給
調
節
に
市
債
調
節
を
加
味
せ
る
営
時
の
論
懐
は
、
一
本
来
需
給
調
節
に
よ
り
間
接
的
に
市
債
の
調
節

を
な
し
得
る
も
、
端
境
期
に
至
れ
ば
、
業
の
年
の
作
柄
の
議
想
の
上
に
思
惑
を
試
み
る
も
の
め
る
が
故
に
、
米
慣

に
暴
騰
暴
落
を
来
た
す
虞
が
あ
る
。
然
る
に
毎
年
米
数
量
の
確
定
を
見
る
は
翌
年
の
二
月
頃
な
る
を
以
て
、
量
の

調
節
を
最
守
す
る
限
り
、
ぞ
れ
迄
に
は
調
節
に
出
動
し
待
ぎ
る
虞
が
ゐ
る
o

二
米
債
は
樫
梼
上
需
給
闘
係
に
よ

b

二
二
一

時

官晶

米
償
基
準
設
定
に
就
い
で

第
三
十
一
巻

第
二
一
披

六
五



時
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第

披

六
六

て
自
然
に
定
ま
る
べ
き
も
の
な
る
が
、
人
魚
的
、
却
も
投
機
思
惑
に
依
て
暴
騰
暴
落
を
来
た
寸
場
合
あ
旬
、
而
か

も
此
の
事
た
る
や
、
生
産
、
消
費
爾
者
を
害
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
斯
る
暴
勝
暴
落
を
防
ぎ
以
て
市
債
佐
し
て

卒
準
を
得
せ
し
む
る
に
は
、
市
債
調
節
を
必
要
さ
な
す
さ
云
ふ
に
あ
っ
忙
。

市
債
調
節
を
加
味
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
、
米
債
調
節
に
多
少
の
積
極
性
を
賦
奥
す
る
に
至
れ
る
も
の
な
る
が
、

斯
く
積
極
的
に
市
債
セ
目
標
ご
し
て
調
簡
を
行
ふ
場
合
に
は
、
之
が
調
節
出
動
に
営
り
、
一
定
の
基
準
設
定
を
必

要
さ
な
す
は
諭
を
侠
た
.
ざ
る
所
で
あ
る
。
然
る
に
政
府
が
米
の
質
入
又
は
買
渡
を
な
す
債
格
に
就
て
は
、
米
穀
法

は
左
の
如
〈
規
定
し
て
ゐ
る
。

第

傑

政
府
は
帝
国
内
に
於
て
第
二
慌
の
規
定
に
依
り
米
穀
目
貫
入
又
は
責
渡
を
然
さ
む
と
ナ
る
と
き
は
其
の
慣
柊
を
告
示
ナ
ベ
し
:
:
:
前
項

白
一
償
格
は
時
債
に
準
摸
し
て
之
を
定
む
べ
し

斯
の
如
く
政
府
の
買
入
又
は
貢
渡
じ
は
準
拍
慨
す
べ
き
一
定
の
基
準
設
定
を
見
ゴ
る
が
故
仁
、
米
穀
の
寅
入
、
買

出
債
格
は
政
府
営
事
者
が
時
慣
に
準
探
し
て
自
由
裁
量
に
依
て
決
す
る
も
の
で
あ
る
o

然
れ
ど
も
某
準
を
挟
け
る

従
来
の
米
穀
法
に
も
、
其
の
運
用
上
何
等
か
の
目
安
の
あ
り
し
こ
さ
は
農
林
省
の
初
期
の
米
穀
法
施
行
経
過
概
要

に
徴
し
て
も
瞭
か
で
あ
る
。
然
し
斯
る
目
安
を
客
観
化
せ
し
む
ぺ
き
基
準
を
映
り
る
こ
さ
が
、
米
穀
怯
の
蒙
る
批

難
の
一
因
で
あ
っ
た
。
却
も
米
債
が
何
回
下
落
す
れ
ば
米
穀
を
買
上
げ
て
葉
の
値
上
を
行
ふ
か
、
叉
何
固
騰
貴
す

れ
ば
貰
出
し
て
値
下
を
行
ふ
べ
き
か
は
、
全
く
政
府
営
事
者
の
意
思
'
次
第
で
自
由
に
行
は
る
、
が
故
に
、
国
民
は

牽
も
適
従
す
る
所
を
知
ら
や
常
に
不
安
の
念
に
襲
は
れ
、
就
中
米
穀
の
固
滑
な
る
配
給
は
著
し
〈
阻
硬
さ
る
、
さ

の
議
論
が
喧
し
く
な
り
、
殊
に
政
業
政
恨
の
た
め
米
穀
法
が
利
用
さ
る
、
さ
の
非
難
さ
へ
も
疏
布
き
る
、
、
に
至
つ



?」

O

J
J
 伺
て
其
の
後
政
府
も
種
々
研
究
し
、
咋
昭
和
四
年
大
月
米
穀
調
査
舎
第
一
団
組
舎
が
開
設
さ
る
、
ゃ
、
『
米
穀
の

需
給
及
び
債
格
の
調
節
じ
閲
し
て
執
る
べ
き
方
策
如
何
』
さ
の
諮
問
が
提
出
さ
れ
、
以
来
特
別
委
員
曾
、
小
委
員

曾
等
に
於
て
審
議
討
究
の
結
果
、
今
年
三
月
二
十
日
の
委
員
総
舎
に
於
て
玉
ケ
俸
の
答
申
を
決
議
し
た
。
而
し
て

米
穀
法
後
勤
の
目
標
た
る
べ
き
基
準
備
格
に
就
て
は
、

米
償
基
準
を
設
定
ナ
る
は
緊
要
な
?
と
認
む
、
よ
ヴ
て
政
府
は
惑
に
米
穀
法
資
動
に
必
要
な
る
米
債
の
最
高
最
低
基
準
を
調
木
目
γ決
定
ナ
ペ
し
。

T
」
な
し
、
主
(
の
説
明
に
日
く
、

米
穀
訟
の
議
加
に
常
り
、
操
る
ぺ
也
管
最
高
最
低
基
準
を
設
〈
る
と
と
は
、
米
穀
山
訟
の
策
動
を
公
正
な
ら
し
め
運
用
に
一
遺
憾
な
か
、
b
し
む
る
上
に

於
で
極
め
て
緊
要
な
り
と
認
む
、
木
舎
に
於
て
は
↑
物
償
措
敢
に
基
〈
案
、
戸
生
産
費
及
び
生
計
費
に
基
〈
案
、
怪
物
債
指
数
に
米
債
の
趨
勢
を

加
味
ナ
る
案
等
の
提
出
を
見
た
る
も
各
種
の
事
情
に
づ
き
街
充
分
調
査
を
窓
戸
、
る
必
要
あ
り
、
品
川
で
政
府
に
於
て
惑
か
に
成
案
を
得
る
様
カ
む
べ

し。

ぜ
あ
っ
て
、
基
準
を
決
定
せ
令
し
て
之
を
政
府
に
移
し
ロ
。

惟
ふ
に
米
穀
法
運
用
に
際
し
て
之
が
器
用
を
防
ぐ
た
め
、
準
醸
す
ぺ
き
客
観
的
標
準
を
設
定
す
る
は
、
陶
に
趨

営
な
る
蕗
置
さ
一
耳
は
ぎ
る
を
待
な
い
。
而
し
て
米
債
調
節
り
理
想
ご
し
て
は
、
米
穀
の
市
債
を
し
て
基
準
米
債
に

令
致
せ
し
な
る
に
あ
る
も
、
今
日
の
如
く
米
穀
の
生
産
誼
に
配
給
が
楼
利
的
経
済
組
織
の
下
に
行
は
る
、
場
合
に

於
て
は
、
園
家
に
よ
る
米
穀
の
生
産
及
び
配
給
の
完
全
な
る
統
制
に
依
る
に
あ
ら

5
れ
ば
、
到
底
之
を
望
み
得
ざ

る
所
で
あ
っ
て
、
軍
な
る
米
穀
法
に
於
て
之
を
期
待
し
得
5
る
や
勿
論
で
あ
る
の
従
て
今
日
の
場
合
に
於
て
は
、
米

穀
市
慣
が
基
準
債
格
よ
り
上
下
仁
甚

rし
く
麗
動
せ
ん
ざ
す
る
勢
を
示
す
場
合
に
限
っ
て
米
穀
誌
を
趨
用
し
、
以

時

言歯

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

ー一一一

第
二
披

六
七



時

E晶

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
血
管

四

第
二
披

六
人

で
市
債
が
基
準
債
格
を
中
心
ざ
し
て
上
下
一
定
割
合
の
範
園
以
上
に
騰
落
せ
し
め

5
る
を
以
て
満
足
す
る
外
は
な

い
。
然
し
基
準
慣
格
を
中
心
ざ
し
て
幾
割
迄
の
騰
落
を
許
す
ゃ
を
決
定
す
る
に
就
て
は
相
営
の
考
慮
を
要
す
る
所

で
あ
っ
て
、
騰
落
を
許
す
幅
を
幅
増
大
に
決
す
る
さ
き
は
米
債
調
節
そ
の
も
の
、
意
義
を
夫
ふ
に
至
る
ぺ
く
、
又
其

の
幅
を
過
小
に
失
せ
し
む
る
さ
き
は
米
穀
法
蓮
用
を
頻
援
な
ら
し
め
、
徒
に
資
金
を
費
す
こ
さ
、
な
り
、
結
極
米

債
調
節
策
は
失
敗
に
絡
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
叉
戒
名
駄
に
於
て
米
債
の
騰
落
を
抑
制
せ
ん
ざ
す
れ
ば
、
ぞ
れ
に
蓮

す
る
迄
に
貰
却
又
は
買
上
に
着
手
す
る
方
が
妓
果
多
き
場
合
ゐ
る
を
以
て
、
基
準
債
格
を
中
心
ざ
し
て
上
下
に
ニ

線
を
引
き
、
第
一
の
雨
線
以
外
に
米
慣
が
騰
落
す
る
場
合
に
は
、
政
府
は
其
の
場
合
の
諸
事
情
を
掛
閉
し
て
調
節

に
着
手
し
得
る
こ
ご
、
な
し
、
第
二
線
に
米
債
の
騰
落
が
達
す
る
場
合
に
は
結
割
に
米
穀
法
を
適
用
し
て
、
之
れ

以
上
の
騰
落
を
な
さ
し
め
ざ
る
や
う
努
む
る
は
、
米
債
調
節
上
有
致
な
る
策
た
る
や
疑
な
-
手
所
で
あ
る
。
更
に
米

債
基
準
は
数
年
に
一
旦
り
て
問
定
す
ぺ
き
も
の
に
あ
ら
や
、
毎
牧
穫
年
度
毎
じ
改
玉
す
る
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

要
は
如
何
な
る
標
準
に
基
い
て
米
債
基
準
を
設
定
す
る
や
、
其
の
内
容
如
何
に
問
題
は
存
し
、
然
か
も
此
の
問

題
た
る
や
極
め
て
解
決
困
難
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
米
穀
調
査
曾
特
別
委
員
舎
に
於
て
提
出
さ
れ
た
る
諸
提
案

を
見
る
に
、
基
準
の
内
容
に
閲
し
て
は
何
れ
も
抽
象
的
で
あ
っ
て
パ
漠
然
た
る
を
弛
れ
難
い
。
ま
た
最
近
の
新
聞
紙

に
よ
れ
ば
基
準
設
定
に
閲
す
る
農
林
省
原
案
は
、
米
債
の
最
高
来
準
は
最
低
級
の
消
費
者
の
生
計
費
に
よ
り
、
最

低
基
準
は
農
家
の
生
産
費
に
よ

h
、
術
ほ
一
一
般
物
債
指
数
そ
の
他
の
経
済
的
保
件
を
掛
酌
し
以
て
右
の
最
高
最
低

基
準
を
補
ふ
さ
云
ふ
じ
あ
っ
て
、
未
だ
具
鰹
的
基
準
設
定
の
後
表
に
接
し
な
い
。
伺
て
以
下
そ
れ
等
の
諸
突
に
就

て
若
干
の
考
察
を
加
へ
、
且
つ
成
る
ぺ
〈
具
瞳
的
に
之
を
吟
味
す
る
こ
さ
、
す
る
。



第

物
債
指
数
に
基
く
案

一
般
物
債
指
数
を
標
準
ご
し
て
米
債
調
節
を
行
は
ん
ご
す
る
場
合
に
、
其
の
標
準
日
」
し
て
日
銀
物
債
指
教
を
採

用
す
る
に
し
て
も
、
普
通
利
用
さ
る
、
所
の
固
定
悲
準
指
数
の
み
そ
採
用
す
る
か
、
又
は
前
月
或
は
前
年
を
標
準

時
ご
す
る
蓮
鎖
指
数
を
採
用
し
、
之
さ
米
借
指
数
の
夫
さ
を
劃
比
す
る
か
に
従
て
問
題
は
二
様
に
分
か
れ
る
。
先

づ
第
一
に
固
定
基
準
指
数
を
用
ゐ
る
場
合
に
就
て
論
じ
、
夫
に
後
者
に
就
て
論
及
す
る
で
あ
ら
う
。

(
白
)
固
定
基
準
物
園
指
癒
を
標
準
'
と
す
る
場
合

回
定
恭
準
物
債
指
軟
な
椋
準
ど
し
て
米
憤
調
節
守
行
ふ
ぺ
し
さ
」
q
る
設
は
古
〈
よ
ち
明
へ
ら
る
H

所
で
あ
っ
て

嘗
て
戸
田
海
市
博
士
は
一
般
物
債
指
敷
に
上
下
二
割
五
分
の
幅
を
附
し
て
、
そ
れ
以
外
に
米
債
が
騰
落
す
る
こ
ご

を
防
止
す
ぺ
し
ず
』
の
設
を
後
表
さ
れ
た
。
而
し
て
今
回
の
米
穀
調
査
舎
に
於
け
る
上
山
委
員
の
提
案
は
瞭
に
之
に

類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
物
債
を
標
準
ご
し
て
米
債
が
こ
れ
よ
ち
二
割
低
落
せ
る
場
合
に
は
米
を
買
上
げ
、

之
に
反
し
て
二
割
高
の
時
は
之
を
責
出
す
J

へ
き
も
の
ざ
さ
れ
る
。
市
し
て
如
何
な
る
時
貼
を
基
準
芝
し
て
物
債
又

は
米
債
指
敷
を
算
定
す
る
か
に
就
て
は
、
同
委
員
は
明
治
三
十
三
年
十
月
の
日
銀
調
査
物
債
さ
同
年
の
米
債
ご
を

基
準
ざ
し
て
各
年
の
指
数
を
算
出
決
定
す
る
考
で
あ
る
ご
さ
れ
る
。
今
試
み
じ
明
治
三
十
三
年
十
月
の
一
般
物
債

さ
米
債
さ
を
基
準
ご
す
る
米
穀
年
度
(
前
年
の
十
一
月
よ
b
営
年
の
十
月
迄
)
に
よ
る
一
一
般
物
債
指
数
、
米
債
指

数
世
仁
米
債
率
(
一
般
物
債
指
数
を
以
て
米
債
指
敷
を
除
し
た
る
も
の
、
即
ち
一
般
物
債
の
韓
勤
を
除
却
せ
る
米

債
指
数
)
を
奉
ぐ
れ
ば
左
の
如
〈
で
あ
る
目

時

官有

米
償
基
準
設
定
に
就
い
で

ノ、

カム

第
二
一
十
一
巻

ニ
ニ
五

第
二
披

戸田海市博士・常平倉運用の標準.経梼論議 第十二審ニ競・三O七頁以下。
一般牧債指駿及び氷債指皇位は農林省農務局I 昭和耳年度氷穀要覧.一九頁に
よる。

1) 
2) 



米穀年度l一般棚司米償措蚊
時

官命

来
償
基
準
設
定
に
就
い
で
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4 

之
に
依
れ
ば
米
債
指
数
は
一
一
般
物
債
指
数
を
越
ゆ
る
場
合
連
に
多
く
、
反
封
の
場
合
は
右
二
十
九
ヶ
年
中
僅
に
七

ヶ
年
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
米
債
指
敷
が
一
一
般
物
債
指
教
に
比
し
て
(
即
ち
米
債
宰
が
)
二
割
以
上
高
か
り
し
年

は
七
ヶ
年
に
及
ぶ
ち
、
米
債
指
数
が
一
一
般
物
債
に
比
し
て
二
割
以
上
低
か
り
し
年
は
一
ヶ
年
あ
る
の
み
で
ゐ
る
。

勿
論
之
は
年
卒
均
の
比
較
で
あ
る
が
、
月
φ
均
を
比
較
す
る
場
合
に
於
て
も
、
米
債
指
数
が
、
物
債
指
敢
に
比
し

て
二
割
以
上
高
か
り
し
場
合
が
、
低
か
り
し
場
合
に
比
し
て
蓮
に
多
か
り
し
は
瞭
な
る
所
で
あ
る
。
従
て
上
越
の

物
債
指
数
の
み
を
基
準
ざ
す
る
さ
き
は
、
米
穀
の
買
出
に
よ
る
米
債
引
下
策
を
多
く
行
は
ま
る
を
得
な
か
っ
た
こ

さ
、
な
る
。
品
川
は
右
の
方
法
に
依
て
最
近
各
月
の
米
慣
指
載
さ
物
債
指
数
ご
を
劃
比
す
れ
ば
左
の
如
く
で
ゐ
る
。

10，1.83 
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昭
和
四
年
十
一
月

同

十

二

月

昭
和
五
年
一
月

間

二

月

間

三

月

同

四

月

同

五

月

一
般
物
債
指
数

一一一一一
二

O
五

三

O

一

二
0
0

一九六
一
九
三

一
八
九

米
債
指
扱

二
五
三

一一一一一ムハ

二
三
九

一一一一一一
一一一-一一
二
三
九

来

償

率
一・二

O

一-一五

一-一四

一・一六

一・一八

一・

7
九

右
の
如
、
吉
-
比
率
を
呈
し
、
米
債
は
上
山
委
員
の
一
式
は
る
〉
瑚
〈
、
物
慣
指
款
を
越
ゆ
る
二
割
近
〈
に
あ
る
が
故
に
政

府
は
米
穀
の
貰
却
な
開
始
し
米
慣
を
引
下
ャ
ペ
包
時
期
芯
考
へ
ら
ゐ
M

M
州
、
今
日
の
牒
村
疲
弊
の
折
じ
は
到
成
之

は
貫
行
不
可
能
で
あ
る
。
勿
論
時
京
市
に
於
て
も
米
債
指
敷
が
常
じ
一
般
物
債
指
数
の
上
位
仁
留
ま
る
か
杏
か
に
就

て
は
、
之
を
断
定
し
得

Y
る
も
、
明
治
三
十
三
年
十
月
を
基
準
ぎ
す
る
物
債
指
敷
を
採
用
す
る
限

h
、
近
き
牌
来

に
於
て
、
衣
に
遮
ぷ
る
内
地
米
の
特
殊
性
実
他
の
事
情
よ
り
考
へ
、
米
債
指
数
が
一
一
般
物
債
指
数
以
下
に
永
く
留

ま
る
さ
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
き
れ
ば
明
治
三
十
三
年
十
月
を
基
貼
さ
す
る
一
般
物
債
指
敢
に
基
い
て
米
債
基
準
を

設
定
す
る
に
先
も
、
従
来
の
米
債
指
敷
が
同
年
同
月
を
基
賠
さ
す
る
さ
き
、
何
故
に
一
般
物
債
指
裁
の
上
位
に
ゐ

h
し
ゃ
の
原
凶
、
誼
じ
米
債
率
が
漸
-
究
逓
増
の
傾
向
を
有
せ
ざ
る
や
否
や
、
若
し
之
を
有
す
る
さ
す
れ
ば
、
其
の

原
因
如
何
を
究
む
る
こ
さ
は
極
め
て
緊
要
の
こ
さ
に
属
す
る
。
此
の
鮎
に
就
て
は
、
幾
分
は
統
計
作
成
上
の
技
術

的
快
陥
に
も
基
く
も
の
で
あ
る
が
、
術
左
の
諸
事
情
が
考
へ
ら
れ
る
。

↑
工
業
生
産
に
あ
っ
て
は
極
構
的
技
術
謹
歩
に
何
等
の
限
界
が
存
せ

5
る
に
反
し
、
米
穀
生
産
の
如
き
有
機

時

百曲

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

二
二
七

第
二
一
蹴

七



時

百曲

米
償
基
準
設
定
に
就
い
で

第
三
十
一
巻

A 

第
二
競

七

的
生
産
に
於
て
は
、
他
の
事
情
に
し
て
同
一
な
ら
ば
、
生
産
額
の
増
加
は
比
例
以
上
の
勢
働
及
び
資
本
財
の
支
出

に
由
て
傭
件
づ
け
ら
る
、
か
ら
で
あ
り
、
米
穀
生
産
の
集
約
化
は
米
穀
の
交
換
債
値
の
相
罰
的
騰
貴
に
因
て
始
め

て
起
り
得
た
る
も
の
に
し
て
、
悲
に
於
て
か
米
債
指
数
が
一
般
物
債
指
数
の
上
位
に
あ
り
し
も
の
さ
考
へ
ら
れ
る
。

ニ
夏
仁
動
的
経
梼
扶
態
の
下
じ
於
て
は
、
農
業
技
術
の
遊
歩
じ
よ
り
米
作
仁
収
穫
遁
減
法
則
が
作
用
せ
や
ざ
す

る
も
、
米
債
宰
の
趨
勢
が
明
治
三
十
四
年
以
来
漸
次
逓
増
す
る
傾
向
セ
有
す
る
は
、
之
れ
同
年
以
来
米
穀
の
生
産

技
術
進
歩
が
一
般
商
品
(
殊
に
工
業
品
)
の
生
産
技
術
進
歩
に
比
し
て
遅
々
た
る
が
矯
め
で
あ
b
、
従
て
生
産
力

の
撞
歩
が
相
調
的
に
緩
き
米
生
涯
の
た
め
、
米
債
は
工
業
品
債
格
仁
比
し
て
相
調
的
に
高
ま
り
、
従
て
米
債
指
数

は
工
業
品
を
多
く
合
む
所
の
一
般
物
債
指
数
の
上
位
に
あ
り
し
も
の
さ
考
へ
ら
れ
る
。

包
邦
人
は
一
.
方
内
地
米
穀
に
封
し
て
、
他
の
商
品
に
劃
す
る
さ
異
な
り
、
特
殊
な
る
執
着
力
を
有
す
る
た
め
、

他
方
本
邦
人
口
の
増
加
じ
基
〈
米
の
需
要
額
が
、
近
年
の
生
活
向
上
に
基
く
一
人
営
り
の
米
穀
消
費
量
の
増
加
さ

相
僕
て
、
内
地
米
に
劃
す
る
需
要
を
一
層
増
加
せ
し
め
た
る
に
基
き
、
米
債
指
数
が
一
般
物
慣
指
数
に
比
し
て
相

封
的
に
高
ま
h
し
も
の
ぎ
考
へ
ら
れ
る
。

此
等
の
各
原
因
が
夫
々
米
債
指
敷
の
上
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
せ
る
か
は
、
之
を
個
別
的
に
量
的
に
確
定
す

る
は
困
難
な
る
も
、
少
な
く
さ
も
明
治
三
十
三
年
十
月
を
某
馳
ご
す
る
物
債
指
数
を
以
て
米
債
調
節
の
某
準
さ
な

さ
ん
ざ
す
る
場
合
に
は
、
一
腰
此
等
の
諸
勤
を
も
考
慮
し
て
、
悲
に
基
準
を
求
む
る
こ
ぜ
が
農
村
粧
梼
上
否
一
般

鰹
掛
上
会
正
な
ち
ゃ
否
や
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る
。

更
に
明
治
四
十
年
よ
り
大
正
三
年
迄
の
七
ヶ
年
の
日
銀
物
債
指
敷
を
基
準
さ
す
る
を
可
ぜ
す
る
詑
あ
る
も
、
同



期
間
に
於
て
は
物
債
指
敷
は
緩
く
一
上
下
す
る
の
み
で
金
龍
ど
し
て
は
不
動
の
水
準
を
保
っ
て
ゐ
る
が
、
米
債
の

方
に
は
大
正
元
年
及
び
二
年
の
暴
騰
期
を
合
む
が
故
に
、
必
す
し
も
完
全
な
る
基
準
時
期
さ
云
ふ
を
得
な
い
。

最
後
に
基
準
ど
す
る
日
銀
物
慣
指
数
に
就
て
も
一
腰
考
慮
す
る
借
地
が
あ
る
。
其
の
基
礎
商
品
及
び
悲
礎
銘
柄

に
就
て
、
標
準
時
期
に
就
て
、
ま
花
組
物
債
指
敷
ケ
算
定
す
る
手
績
た
る
平
均
ざ
秤
量
さ
に
就
て
も
多
く
の
問
題
の

存
す
る
所
で
あ
る
。
営
該
指
数
は
五
十
六
樺
商
品
の
算
術
平
均
た
る
が
故
に
、
米
穀
の
ぞ
れ
に
及
ぼ
す
影
響
は
一

見
五
十
六
分
の
一
に
過
ぎ

Y
る
が
如
き
も
、
我
闘
民
経
悟
上
米
穀
は
備
は
軽
調
す
べ
か
ら
一
、
ざ
る
重
要
さ
を
有
す
る

が
故
に
、
米
債
の
鑓
動
が
他
商
品
に
劃
し
て
可
成
り
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
こ
さ
は
、
之
を
疑
ふ
を
特
な
い
。

然
し
此
の
影
響
を
完
全
に
量
的
じ
測
定
す
る
こ
ぜ
は
事
賃
上
不
可
能
な
る
が
故
に
、
此
の
貼
じ
就
て
も
解
決
お
れ

ぎ
る
疑
問
を
残
す
も
の
さ
云
ム
，
へ
き
で
ゐ
る
。

(
ニ
)
前
年
を
基
準
と
す
る
物
置
指
最
良
び
朱
恒
指
騒
を
劃
比
す
る
場
合

我
国
の
米
債
は
慨
に
遁
ぺ
た
る
が
如
く
、
業
の
麗
動
の
極
め
て
甚
し
き
も
の
な
る
が
、
之
れ
一
方
米
穀
の
如
、
き

生
活
必
需
品
は
需
要
の
開
力
性
に
乏
し
き
允
め
、
他
方
米
穀
の
供
給
は
天
候
仁
基
〈
豊
附
の
如
何
に
依
て
左
右
さ

れ
、
人
潟
的
に
之
を
支
配
し
得
ざ
る
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
従
て
米
債
指
敷
は
、
比
較
的
に
需
要
及
び
供
給
の
弾

カ
性
仁
富
む
所
の
商
品
を
多
く
合
む
一
般
物
債
指
敢
に
比
し
て
、
よ
り
大
な
る
盤
動
を
呈
す
る
は
営
然
で
あ
る
。

今
米
穀
年
度
に
よ
る
一
般
物
債
指
数
及
び
米
債
指
数
を
前
年
を
基
準
ご
す
る
も
の
に
換
算
し
、
各
の
標
準
偏
侍
及

び
標
準
偏
侍
割
合
(
〈
R
U
E
-
-
s
z
r
s
B
N
一B
G
を
算
出
す
れ
ば
左
の
如
〈
で
あ
る
。

時

3曲

来
償
基
準
設
定
に
就
い
で

第
三
十
一
巻

ブL

第
二
就

七
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時
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償
基
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設
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い
て

七
回
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第
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大正 I

2 

3 

4 

6 

7 

8 

10 
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12 

1日

14 

15 

算術平均

標準備時

士竺町一一

103.66 

11.41 

11.01 

昭和 2

4 

之
に
由
れ
ば
一
一
般
物
慣
指
数
の
標
準
偏
情
割
合
は
、
一
了
。
一
，

m
に
過
ぎ
玄
る
に
、
米
債
指
数
の
そ
れ
は
一
二
・

0

三
%
に
遣
し
、
米
債
の
年
々
の
盤
勤
は
一
般
物
債
の
年
々
の
麹
勤
よ
り
も
遁
に
大
い
な
る
咽
』
ぎ
を
知
h
J
得
る
。
従

て
明
治
三
十
五
年
よ
り
昭
和
四
年
に
至
る
二
十
八
ヶ
年
の
期
聞
に
於
け
る
爾
者
の
標
準
偏
侍
割
合
よ
り
考
へ
、
物

債
指
数
の
年
々
の
獲
勤
が
一
了
。
一

μ
(前
年
を
一

O
O
ざ
し
て
)
に
聾
し
て
、
米
債
指
数
の
年
々
の
鍾
動
が
二

7
0三
%
(
前
年
を
一

O
O
ご
し
て
)
以
内
に
留
ま
る
場
合
に
は
、
先
づ
物
慣
さ
米
債
さ
は
正
常
的
な
る
割
合
を

保
つ
も
の
さ
一
躍
は
解
せ
ら
れ
る
。
之
に
反
す
る
場
合
に
は
米
債
の
鍾
動
は
之
を
不
正
常
な
る
も
の
さ
し
て
調
節

に
着
手
す
〈
き
も
の
さ
解
せ
ら
れ
る
。
比
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
過
去
二
十
八
ヶ
年
中
買
上
に
よ
っ
て
米
債
を
引
上

ャ
ぺ
き
年
は
、
大
正
四
年
一
ヶ
年
ざ
な
り
、
責
品
に
よ
っ
て
引
下
げ
を
行
ふ
ぺ
き
年
は
、
明
治
四
十
四
年
、
大
正



七
年
、
八
年
、
十
一
年
の
四
ヶ
年
ご
な
り
、
今
日
は
勿
論
調
節
を
行
ふ
要
な
き
放
任
の
時
期
す
し
な
る
。

但
し
悲
に
注
意
す
ぺ
き
は
一
過
去
の
物
債
及
び
米
債
指
数
の
偏
情
割
合
よ
り
牌
来
守
測
定
せ
ん
ざ
す
る
危
険
を

合
む
こ
さ
で
ゐ

h
、
偲
A
T
年
々
之
を
改
訂
す
る
ご
雌
も
、
近
年
に
於
て
は
端
境
期
に
於
げ
る
義
漕
蓬
莱
米
の
移
入

に
よ
り
、
米
穀
そ
れ
白
櫨
に
よ
っ
て
其
の
債
格
を
調
節
せ
ん
ぜ
す
る
傾
向
を
一
不
す
今
日
に
於
て
は
殊
に
然
、
，
り
で
ゐ

る
。
コ
米
債
及
び
一
般
物
慣
に
右
の
開
?
ゲ
』
許
す
こ
ざ
が
生
産
者
及
び
柑
費
者
の
南
者
に
封
し
て
果
し
て
一
公
正
な

り
や
否
や
は
、
別
佃
の
問
題
ざ
し
て
現
れ
る
。
之
が
公
正
な
v

り
や
否
や
は
更
に
米
穀
の
生
産
農
及
び
楠
費
者
殊
仁

勢
働
者
階
級
の
米
穀
に
劃
す
る
負
擢
力
よ
り
更
。
い
吟
味
す
る
要
が
あ
る
。

第

物
債
指
数
に
米
債
の
趨
勢
を
加
味
す
る
案

上
過
せ
る
明
治
三
十
三
年
十
月
を
基
貼
ざ
す
る
日
銀
物
債
指
数
を
米
債
調
節
の
基
準
さ
す
る
さ
き
は
、
従
来
に

於
げ
る
米
債
指
数
が
一
般
物
債
指
数
の
上
位
に
わ
り
し
場
合
多
‘
き
が
故
に
、
般
に
日
銀
物
債
指
数

ω上
下
二
割
を

以
て
米
慣
調
節
線
さ
な
す
さ
き
は
、
徒
ら
に
米
債
を
引
下
ぐ
る
機
舎
多
く
な
り
、
米
穀
生
産
者
の
立
場
よ
B

り
す
れ

ば
不
利
な
る
場
合
多
く
な
る
で
あ
ら
う
。
蛮
に
於
て
か
物
債
指
数
に
米
債
の
趨
勢
を
加
味
す
る
案
が
提
出
さ
る
、

・
次
第
で
あ
る
。
米
穀
調
査
曾
に
提
出
さ
れ
た
る
此
の
案
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
に
就
て
は
、
之
を
知
る
に
由
な

き
も
、
最
小
自
乗
法
に
依
て
米
債
率
の
趨
勢
値
は
之
を
容
易
に
求
む
る
こ
さ
を
得
る
。
今
大
正
四
年
を
原
貼
ざ
し

明
治
三
十
四
年
乃
至
昭
和
四
年
の
期
間
に
直
線
守
H
H・5
Z
+
。・

8
邑
2
4
H
)

守
常
蔽
む
れ
は
、
各
年
の
米
慣
宰

の
趨
勢
値
は
左
表
mw
如
く
で
ゐ
る
。
而
し
て
物
債
指
数
に
米
債
の
趨
勢
を
加
味
せ
る
毎
年
の
基
準
米
債
を
算
出
す

時

論

米
償
基
準
設
定
に
就
い
で

第
三
十
一
容

一一一

第
二
就

七
五



時

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

一一一ー一

第
三
十
一
巻

第
二
貌

七
六

論日
銀
物
慣
指
数
さ
劃
立
せ
し
む
る
た
め
に
採
れ
ろ
明
治
三
十
三
年
十
月
の
平
均
米
債
た
る
十
一
回
八
十

一
銭
に
各
年
の
物
債
指
数
を
順
究
乗
じ
、
業
の
得
た
る
各
の
漬
に
各
年
の
米
債
率
の
趨
勢
佐
を
乗
じ
て
之
を
算
出

る
に
は
、

す
る
こ
さ
を
得
る
。

|物慣 車置にl
米 侵略慣iの趨「

|磐傭を加昧

瞳1ft閏)1せる米慣
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米慣率の
米穀年度 米債率

趨勢値

明治34 1.067 1.034 

35 1.090 1.038 

日目 1.217 1.043 

37 1.041 1.048 

38 0.933 1.053 

39 1.032 1.058 

40 1.0i8 1.063 

41 1.093 1.068 

42 0.981 1.073 

43 0.897 1.077 

44 1.166 1.082 

大正 1 1.295 1.087 

2 1.38B 1.092 

3 1.161 1.097 

4 0.884 1.102 

5 0.751 1.107 

6 0.840 1.112 

7 1.035 1.116 

8 1.256 1.121 

9 1.142 1.126 

10 0.940 1.131 

11 1.177 1.136 

12 1.039 1.141 

13 1.172 1.146 

14 1.315 1.150 

15 1.342 1.155 

昭和 2 1.:)45 1.160 

3 1.179 1.165 

4 1.101 1.170 

今
般
に
物
債
指
数
じ
米
債
率
の
趨
勢
を
加
味
せ
る
米
債
を
以
て
基
準
米
債
ご
な
し
、
且
つ
之
を
中
心
さ
し
て
現
賓

米
慣
が
上
下
に
二
割
騰
落
せ
る
場
合
、
米
債
の
調
節
を
行
ふ
べ
き
も
の
さ
想
定
す
る
。
然
る
場
合
に
於
て
は
賓
際

の
米
慣
が
基
準
米
債
よ
り
二
割
以
上
高
か
ち
し
場
合
は
前
記
の
二
十
九
ヶ
年
中
二
ヶ
年
あ
り
、
而
し
て
二
割
以
上

低
か
り
し
場
合
も
亦
二
ヶ
年
で
あ
る
。
般
に
物
債
指
数
に
米
債
率
の
趨
勢
値
を
加
味
せ
る
昭
和
四
年
度
の
米
債
三

。
年
る

L

ト
4
慣

例
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十
回
八
十
四
銭
を
昭
和
五
年
の
基
準
米
債
ご
し
、
業
の
上
下
二
割
セ
以
て
米
債
調
節
の
幅
ざ
す
れ
ば
、
米
債
が
二

十
四
国
七
十
銭
に
下
れ
ば
買
上
を
行
ム
ペ
き
こ
芝
、
な
る
。
然
る
に
昭
和
四
年
十
一
月
よ

h
今
年
五
月
迄
の
卒
均

米
債
は
二
十
七
固
五
十
九
銭
な
る
が
故
に
、
目
下
は
調
節
を
行
は
ぎ
る
放
任
の
時
期
さ
な
る
。
伺
し
物
債
指
数

に
米
債
宰
の
趨
勢
伍
を
加
味
せ
る
昭
和
四
年
度
の
米
債
三
十
回
八
十
四
銭
が
、
昭
和
五
年
度
の
基
準
米
債
ご
し
て

正
営
な
b
や
否
や
は
、
克
に
米
穀
の
生
産
費
及
び
最
低
級
の
消
資
者
の
米
穀
に
劃
す
る
負
憶
力
よ
ち
し
て
再
び
吟

味
す
る
必
要
が
め
る
。

備
考
慮
ず
ぺ
き
は
米
債
の
季
節
的
盤
動
、
印
ち
月
次
聞
の
詩
型
動
で
あ
る
。
米
債
は
牧
穫
期
よ
り
端
境
期
に
至
る

に
及
び
騰
貴
す
る
傾
向
ぞ
宿
す
ゐ
。
之
れ
端
境
期
に
去
る
に
つ
れ
、
米
鮫
ケ
・
貯
減
ず
る
い
よ
り
多
〈
の
金
利
、
食

難
料
等
の
保
存
費
を
要
す
る
が
鴻
め
で
あ
る
。
此
の
公
正
な
る
保
存
費
さ
月
究
的
米
債
麗
勘
の
趨
勢
ざ
を
掛
酌
し

て
、
趨
営
な
る
比
率
を
以
て
、
各
月
の
基
準
米
債
を
定
む
る
を
以
て
よ
り
合
理
的
さ
考
へ
ら
れ
る
。
但
し
農
業
倉
庫

が
充
分
全
国
的
に
普
及
せ
ゴ
る
今
日
に
於
て
は
、
資
カ
乏
し
き
小
農
は
買
念
ぎ
危
な
す
を
常
ご
す
る
も
の
に
し
て
、

比
較
的
貧
カ
あ
る
地
主
が
米
を
比
較
的
永
〈
保
存
し
得
る
も
の
な
る
が
散
に
、
小
農
保
護
の
勤
よ
り
す
れ
ば
此
の

鈷
に
も
相
営
の
考
慮
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

併
乍
ら
既
越
せ
る
如
く
、
此
の
場
合
も
基
準
を
年
々
改
正
す
る
ぜ
」
雄
も
、
過
去
長
年
月
に
亘
る
米
債
の
趨
勢
が

婚
家
の
米
.
債
を
律
す
る
上
仁
、
如
何
程
の
致
果
が
あ
る
か
は
疑
問
で
ゐ
る
。
蓋
し
過
去
の
米
債
の
趨
勢
を
決
定
し

た
諸
凶
子
は
年
さ
共
に
盤
化
す
る
を
逸
れ
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。
抑
も
米
債
の
費
動
に
は
一
般
物
債
の
趣
動
さ
同
様

に
永
年
的
傾
向
、
循
環
的
鍾
動
、
季
節
的
盤
動
及
び
突
後
的
費
動
が
存
す
る
。
此
等
の
米
債
の
費
動
は
貨
幣
慣
値

時

官曲

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
血
管
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第
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七
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時

論

米
使
基
準
設
定
に
脆
い
て

第

披

第
三
十
一
巻

四

七
i¥. 

の
躍
動
、
米
牧
穫
の
豊
凶
、
人
口
の
増
減
及
び
景
気
盤
勤
に
基
く
生
活
程
度
の
推
移
に
よ
る
一
人
営
り
の
米
穀
需

要
舗
の
種
動
、
米
牧
穫
の
豊
凶
、
米
作
技
術
の
進
歩
如
何
に
よ
る
供
給
の
増
減
、
外
米
及
び
憂
鮮
米
の
轍
移
入
額

の
如
何
、
投
機
思
惑
、
戦
守
其
の
他
の
偶
然
的
事
情
等
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
此
等
の
諸
原
問
中
、
貨
幣
債
値
の

費
勤
に
基
く
影
響
は
、
一
般
物
慣
指
数
を
以
て
米
債
を
除
す
る
こ
ぜ
に
よ
っ
て
除
却
さ
れ
得
る
ぜ
さ
る
、
も
、
貨

幣
購
買
力
の
情
勢
著
し
い
さ
思
は
る
、
米
穀
に
謝
し
て
は
方
法
向
粗
雑
た
る
守
逸
れ
な
い
。
米
牧
穫
の
豊
凶
の
影

響
、
需
要
の
襲
動
等
は
幾
多
の
統
計
的
方
法
に
依
て
測
定
し
符
る
さ
す
る
も
、
向
ほ
完
全
に
測
定
し
得
ぎ
る
多
く

の
同
子
を
磯
す
で
ら
う
。
慌
て
過
去
の
米
惜
其
他
の
諸
事
情
に
よ
っ
て
勝
旗
を
測
定
す
る
ニ
ヨ
に
就
て
は
決
し
て

完
全
を
期
し
得
な
い
。
今
日
ア
メ

y
カ
に
於
て
も
、
農
産
物
債
格
務
測

(
E
8
{
2
2
g
E
m
)
の
研
究
は
極
め
て
廉

ん
で
あ
る
抗
、
幾
多
の
統
計
的
材
料
の
完
備
さ
統
計
的
技
術
の
進
歩
さ
に
拘
ら
や
、
充
分
完
全
な
る
殻
果
を
皐
げ

得
子
、
此
の
賠
に
就
き
多
〈
の
論
争
の
存
す
る
に
徴
し
て
も
瞭
ら
か
で
あ
ら
う
。
殊
に
米
債
基
準
設
定
の
場
合
に

於
て
は
、
輩
に
牌
来
の
米
債
を
噛
探
測
す
る
に
留
ら
や
、
過
去
の
米
債
其
他
の
諸
事
情
よ
ム
リ
推
定
し
て
、
生
産
者
及

び
消
費
者
雨
者
に
潤
し
て
公
正
な
る
債
格
を
算
出
せ
ん
ざ
す
る
に
あ
る
が
故
に
、
一
層
の
困
難
を
呈
す
る
で
あ
ら

'
「
ノ
。

第
四

生
産
費
及
び
生
計
費
に
基
く
案

基
準
米
債
の
標
準
ざ
し
て
生
産
費
及
び
生
計
費
営
採
用
す
ぺ
し
乞
ず
る
議
論
も
相
営
有
力
な
る
も
の
で
あ
っ
て

然
か
も
生
産
費
を
基
準
米
憤
山
下
限
ご
し
、
生
計
費
を
上
限
ざ
す
る
を
可
ざ
す
る
設
が
最
も
有
力
で
あ
る
。
最
近

E. J. Working. Methods used in price forec"，;ti~，g (Journal of Farm Economics 
Volume XIl. No. 1. p. "9・)



農
林
省
に
於

τも
米
債
基
準
は
此
の
提
案
じ
従
て
之
を
決
せ
ん
ざ
す
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。

生
産
費
に
基
く
案

( 

ー
) 生
康
費
に
就
て
見
る
に
、
如
何
な
る
生
産
費
を
以
て
其
の
根
諜
f
」
な
す
か
に
闘
し
、
ま
た
生
産
費
な
る
も
の
が
果

し
て
n
公
正
に
算
出
さ
れ
得
る
や
否
や
に
就
て
は
、
多
く
の
臨
問
の
存
す
る
所
で
あ
る
。
経
梼
皐
上
に
於
て
は
、
農

産
物
の
如
く
生
産
費
を
漸
次
に
増
加
す
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
任
意
に
生
産
を
増
加
し
得
5
4
Q
財
に
在
て
は
、
英
の
債

格
は
需
要
を
充
わ
ん
す
鴻
め
じ
耕
作
さ
る
、
、
を
要
す
る
最
も
不
利
な
る
農
地
の
生
産
費
た
る
限
界
生
産
費
じ
よ
っ
て

決
定
さ
る
、
所
で
あ
る
さ
数
へ
る
。
然
る
に
此
の
限
界
生
産
費
な
る
も
の
は
、
資
本
主
義
的
原
則
に
基
い
て
米
穀

松
商
品
ザ
じ
し
て
生
産
す
る
場
合
芯
、
農
家
が
主
f
し
し

τ自
家
用
飯
米
な
特
る
目
的
な
以
て
、
不
利
不
便
伝
部
び
つ

、
解
聾
す
る
場
合
さ
に
従
て
、
之
を
異
に
す
る
も
の
な
る
こ
さ
は
詔
む
ぺ
き
で
あ
る
。
蓋
し
後
者
じ
在
て
は
、
他

に
自
家
勢
力
を
よ
h
有
利
に
利
用
す
る
機
曾
な
け
れ
ば
、
生
活
を
維
持
す
る
矯
め
に
は
勢
ひ
米
作
を
合
理
的
な
る

以
上
に
集
約
化
せ
ざ
る
を
得
ぎ
る
〈
〈
、
従
て
葉
の
生
産
費
は
前
者
の
夫
に
比
し
て
患
に
多
(
を
要
す
る
か
ら
で

あ
る
。
而
し
て
米
の
市
場
債
格
を
決
定
す
ろ
供
給
量
は
、
市
場
に
現
は
る
、
米
量
な
り
さ
解
す
べ
き
・
を
以
て
、
米

穀
の
市
債
は
市
場
に
現
は
る
、
米
穀
の
限
界
生
産
費
に
落
付
く
傾
向
を
有
す
る
も
の
ご
云
ふ
ぺ
き
で
あ
る
。
然
る

に
本
部
農
家
の
如
〈
小
規
殺
経
営
が
多
数
を
占
め
、
米
穀
を
商
品
ご
し
て
の
み
生
産
せ
す
、
多
〈
は
商
品
生
産
ぜ

自
家
用
生
産
さ
を
品
米
両
る
も
の
多
き
が
故
仁
、
如
何
な
る
農
家
の
生
産
費
を
以
て
商
品
化
さ
る
、
米
穀
の
限
界
生

産
費
さ
看
倣
す
ぺ
き
か
は
到
底
完
全
に
之
を
決
定
し
得
玄
る
所
で
あ
る
。
従
て
代
表
的
米
作
地
方
に
於
け
る
普
通

の
稲
作
鰹
径
の
生
産
者
を
採
り
、
業
の
多
数
の
平
均
を
算
出
す
る
こ
芯
に
よ
っ
て
、
商
品
と
し
て
市
場
に
現
は
る

時

Z命

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

互王

第

披

七
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時

3歯

i¥. 
O 

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

一
占

ノ、

第

蹴

、
米
穀
の
生
産
費
の
平
均
を
一
不
す
じ
誼
き
も
の
さ
し
て
満
足
す
る
外
は
な
い
。
本
来
農
産
物
の
生
産
費
決
定
は
甚

だ
困
難
な
る
問
題
に
し
て
、
比
較
的
資
本
主
義
化
さ
札
た
る
ア
メ

y
カ
農
業
の
生
産
費
決
定
に
就
て
も
、
或
る
論

者
は
市
場
に
供
給
さ
る
、
農
産
物
の
平
均
生
産
費
を
以
て
正
営
な
り
さ
な
し
、
又
或
る
論
者
は
最
高
生
産
費
、
卸

ち
限
晃
生
産
費
を
以
て
正
営
な
る
も
の
さ
解
し
、
ま
た
或
る
論
者
は
平
均
生
産
費
ぜ
最
高
生
産
費
ご
の
中
閉
じ
介

在
す
る
所
の
生
産
費
、
郎
も
大
多
数
の
生
産
者
の
生
産
費
ぞ
償
ふ
に
足
る
所
の
生
産
費
(
出
Z
F
E
m
)
紗
-
以
て
理

想
ご
す
る
有
様
に
し
て
、
且
つ
此
等
の
生
産
費
算
出
方
法
に
就
て
も
其
の
意
見
の
甚
だ
匝
々
た
る
仁
徴
し
て
も
瞭

か
で
あ
ゐ
。

従
来
本
邦
内
地
米
に
閥
し
て
全
国
的
に
生
産
費
が
調
査
さ
れ
、
且
つ
稜
表
さ
れ
た
る
資
料
に
は
三
種
が
あ
る
。

第
一
の
も
の
は
明
治
三
十
三
年
乃
至
三
十
四
年
の
三
ヶ
年
間
に
亘
り
、
金
園
農
事
曾
が
試
み
た
る
稲
田
頼
梼
調
査

で
あ
h
，
、
第
二
の
も
の
は
大
正
七
年
に
臨
時
産
業
調
査
局
が
一
府
二
十
三
牒
に
人
を
涙
し
て
九
十
有
戸
の
農
家
に

就
き
前
年
度
の
米
生
産
費
を
調
査
せ
し
め
た
る
も
の
で
あ
ち
、
第
三
の
も
の
は
大
正
十
一
年
以
来
帝
閑
農
舎
が
試

み
つ
、
あ
る
記
帳
式
の
米
生
産
費
調
査
で
あ
る
。
何
れ
も
調
査
農
家
の
平
均
生
産
費
が
計
算
さ
れ
て
ゐ
る
に
留
ま

る
。
向
そ
れ
以
外
に
公
表
さ
れ
ざ
る
、
従
て
我
等
の
利
用
し
得
ぎ
る
農
林
省
の
出
張
聴
取
式
調
査
(
今
年
よ
り
記

帳
調
査
に
改
め
ら
る
、
さ
い
ふ
)
が
あ
る
。
従
て
悲
に
は
最
も
新
し
き
帝
国
農
舎
の
米
生
産
費
調
査
を
利
用
す
る

ζ

さ
、
す
る
。
今
最
近
発
表
さ
れ
た
る
同
農
舎
の
昭
和
二
年
度
米
生
産
費
費
料
を
見
る
に
、
反
営
、
り
生
産
費
及
び

玄
米
一
石
嘗
り
生
康
費
は
左
の
如
〈
で
あ
か
。

EIliott， The nature and mea副首mentof the dasticity of supply of farm pro-
ducts (Journal of .Far田 Economics.Volume TXv No. 3・'927・p.297・)
帝園農舎農業経替昔s.昭和二年度米生産費資料調査による。2) 
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、
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具
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コ
一
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一
・
二
七

0
・
一
二
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小
作
料
)

=二・
O
七

(
土
地
資
本
利
子
及
び
小
僧
料
)

三
=
了
八
三

右
に
由
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
生
産
費
中
大
部
分
を
占
む
る
も
の
は
、
家
族
勢
賃
、
小
作
料
、
土
地
資
本
利
子

及
び
公
課
で
ゐ
る
。
自
家
労
働
に
封
て
し
は
臨
時
雇
賃
銭
を
計
上
し

τゐ
る
。
論
者
或
は
自
家
帥
労
働
に
劃
し
て
は

年
雇
-
努
賃
を
算
定
す
る
を
以
て
、
よ
い
妥
営
な
り
ず
』
考
ム
る
も
、
然
し
稲
作
仁
用
ゐ
ら
る
、
所
の
自
家
勢
働
は
一

ヶ
年
中
の
一
部
分
の
日
教
を
占
む
る
に
留
ま
り
、
且
つ
稲
作
労
働
は
可
成
り
の
苦
痛
を
伴
ふ
ち
の
な
る
が
故
に
、

寧
ろ
臨
時
雇
賃
銭
を
典
ふ
る
を
以
て
至
嘗
さ
な
す
ぺ
き
で
あ
ら
う
。
次
に
公
課
中
の
水
利
費
等
は
技
術
的
生
産
の

費
用
な
る
も
、
租
税
は
厳
密
な
る
意
味
に
於
て
生
産
費
に
あ
ら
や
、
寧
ゐ
生
産
費
を
償
ひ
た
る
俵
の
牧
盆
に
劃
し

時

論

米
償
基
準
設
定
に
就
U
て

第
三
十
一
巻

七

第
二
一
務

八



時

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

i¥. 

第
二
競

1曲

J'、

て
課
せ
ら
る
、
も
の
な
る
が
故
に
、
之
を
生
産
費
中
仁
加
ふ
る
こ
さ
に
封
し
て
は
倫
考
慮
す
べ
き
険
地
が
あ
る
。

最
後
に
土
地
資
本
に
劃
す
る
利
子
で
あ
る
が
、
現
代
の
資
本
主
義
経
済
を
是
認
す
る
限
hJ
、
相
営
の
利
廻
は
之
を

認
む
ぺ
、
き
で
あ
る
が
、
最
も
注
意
を
要
す
る
貼
は
資
本
額
た
る
地
債
の
算
定
で
あ
る
つ
帝
国
農
舎
の
調
査
に
よ
れ

ば
前
記
の
生
産
費
算
定
に
於
て
、
地
債
は
一
反
六
百
二
十
固
さ
計
上
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
日
本
勘
業
銀
行
の
「
田
畑

寅
買
債
格
及
賃
料
調
』
に
よ
る
昭
和
二
年
の
全
国
(
北
海
道
及
び
沖
縄
を
除
く
)
普
通
回
一
段
常
費
買
慣
格
五
百

七
十
聞
に
比
し
て
多
少
高
く
な
っ
て
ゐ
る
ニ
さ
に
注
意
す
る
を
要
す
る
。
而
し
て
農
地
の
市
場
債
格
は
必
や
し
ち

牧
盆
の
増
加
じ
件
ふ

τ
の
み
騰
貴
す
る
も
の
じ
め
ら
や
し
て
、
備
は
ま
わ
ル
利
子
歩
合
の
低
下
じ
依
り
b

北
九
の
所
有

者
に
比
鞭
的
高
き
枇
曾
的
地
位
を
奥
ふ
る
た
め
、
叉
投
機
行
震
の
た
め
等
に
よ
り
、
多
く
の
場
合
葉
の
耽
盆
債
格

を
越
ゆ
る
も
の
な
る
を
以
て
、
米
生
産
費
決
定
じ
際
し
て
は
地
債
算
定
に
齢
程
の
注
意
な
要
す
る
。
然
ら
ぎ
れ
ば

生
産
費
を
徒
に
高
き
に
失
せ
し
む
る
こ
芝
、
な
る
で
あ
ら
う
。

今
帝
国
農
舎
の
調
査
に
よ
り
大
正
十
一
年
乃
至
昭
和
二
年
の
玄
米
一
石
営
h
の
生
産
費
さ
、
同
期
閉
じ
於
け
る

米
債
(
深
川
正
米
市
場
の
内
地
玄
米
中
米
標
準
相
場
一
石
建
)
三
を
比
較
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

玄
米
一
石
嘗
P
生
産
費
(
但
し
土
地
資
利
子
を
四
分
と
す
、
大
正
十
一
年
乃
至
十
三
年
の
生
産
費
に
は
副
産
物
債
格
を
差
引
か
れ
居
ら

ざ
る
が
故
に
之
を
差
引
き
て
換
算
ナ
る
。
v

大

正

十

一

年

大

正

十

二

年

大

正

十

三

年

大

正

十

四

年

白

作

者

間
川

三
七
・
大
三

三
七
・
七
二

三
六
・
九
八

三
二
・
五
二

白
作
品
購
小
作
者

米

債n-

三
六
・
八
五

一
一
二
・
五
七

三
七
・
六
四

四
一
・
九
五

平
円

三
六
・
四

O

三
八
・
二
九

三
入
・

O
六

三
四
・
二
七

円
一
四
・
九
六

小

作

者

円

三
五
・
一
七

三
八
・
八
五

三
九
・
士
一
一

三
五
・
三
=
一

均

帝国農曾、大正十五年七月.米生産費調査資料〈大正十一年乃至十三年度〉
岡 昭和二年七月.来生産費調査萎料(大正十四年度了
同 米生産費資料調査(昭和元年度)
同 米生産費資料調査(昭和二年度}に上る。

1) 



昭

和I

フ百

年

二
子
六
七

二
子
九

三
三
・
八
四

三
=
一
・
人
一

三
人
・
四
回

昭

手口

年

二
九
・
七
六

二
九
・
七
一

二
八
・
二
三

二
九
二
一
三

三
五
・
九
=
一

右
の
如
く
大
正
十
三
年
迄
は
生
産
費
の
方
が
営
時
の
米
債
を
越
ゆ
る
も
、
大
正
十
四
年
以
後
に
於
て
は
生
産
費
は

営
時
の
米
債
よ
り
も
遁
に
低
く
な
っ
て
ゐ
る
。
大
正
十
四
年
以
後
三
ヶ
年
の
卒
均
生
産
費
を
ざ
る
時
は
、
三
十
二

固
凶
十
四
銭
さ
な

h
、
還
に
今
日
の
米
債
を
越
へ
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。
右
は
米
の
生
産
費
守
」
探
川
中
米
標
準
相

場
ざ
の
比
較
な
る
が
、
農
家
の
庭
相
場
は
市
場
へ
の
運
賃
及
び
米
穀
商
人
の
手
数
料
に
け
、
都
市
の
市
場
相
場
よ

り
低
か
る
ぺ
き
筈
な
れ
ば
、
若
し
生
産
費
に
運
賃
、
諸
掛
h
ノ
、
口
銭
等
を
加
ふ
れ
ば
生
産
費
は
更
に
高
く
な
ら
ゴ

る
を
得
な
い
。
従
て
帝
国
農
曾
の
過
去
敢
年
の
米
生
産
費
を
基
準
芯
す
る
さ
き
は
、
米
償
調
簡
の
下
限
ぜ
な
る
よ

り
も
、
軍
ん
」
州
問
ご
な
る
有
株

τあ
る
。

韮
に
考
ム
ペ
き
こ
ご
は
昭
和
二
年
以
後
地
債
其
他
の
生
産
費
用
が
一
般
に
低
下
せ
る
が
故
に
、
ぞ
れ
以
後
の
生

産
費
は
多
少
低
か
る
ぺ
き
ニ
申
」
が
議
想
さ
れ
る
。
従
て
常
国
農
曾
の
生
産
費
を
以
て
正
営
な
り
て
す
る
も
、
今
日

迄
畿
表
さ
れ
た
る
生
産
費
を
以
て
直
ち
に
米
債
の
基
準
芭
震
し
得
5
る
も
の
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
年
以
後
の
諸
事

情
を
掛
的
し
て
可
成
、
り
低
〈
見
積
る
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
更
に
土
地
資
本
利
子
を
三
分
又
は
そ
れ
以
下
に
計
上

し
・
租
税
及
び
公
謀
を
生
産
費
中
よ
り
控
除
す
れ
ば
、
生
産
費
は
可
成
h
ノ
低
〈
計
上
さ
る
、
で
あ
ら
う
。
従
て
基

準
の
下
限
ご
し

t
採
用
す
る
農
家
の
生
産
費
算
定
に
は
、
右
の
如
き
手
加
減
を
加
ふ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
従
来
よ

り
も
低
〈
計
算
せ
玄
る
を
得
古
る
こ
さ
、
な
る
。
併
乍
ら
農
家
鰹
梼
不
振
の
折
に
は
、
下
限
ぜ
し
て
用
ふ
べ
き
生

産
費
の
決
定
に
は
飴
程
深
重
な
る
考
慮
営
要
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
過
度
じ
低
〈
之
を
決
定
す
る
さ
き
は
今
日
の

時

E命

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

ニ
=
一
丸

第
二
披

i¥. 



時

来
償
基
講
設
定
に
就
い
て

音曲

第
三
十
一
血
管

第
二
日
嗣

i¥. 
四

二
四

O

米
作
粧
梼
を
し
て
一
層
の
困
窮
賦
態
に
導
く
ニ
芝
、
な
る
で
あ
ら
う
0

2
一
)
生
計
費
に
基
〈
案

最
後
に
生
計
費
J

ゲ
操
準
芭

L
て
米
債
基
準
の
上
限
を
定
む
る
場
合
に
於
て
は
、
米
穀
の
消
費
者
中
最
低
扱
消
費

者
の
生
計
費
の
調
査
に
よ
り
、
米
穀
に
脅
す
る
其
の
負
権
力
主

測
定
し
て
、
之
に
騰
や
る
慣
格
を
以
て
基
準
慣
格
さ
な
す
を
安

営
ご
さ
れ
る
。
併
乍
ら
最
低
級
の
消
費
者
注
し
て
崎
労
働
者
を
選

ぶ
ぺ
き
か
、
又
は
給
料
生
活
者
を
選
ぶ
ぺ
き
か
Y
問
題
で
ゐ
る
。

何
さ
な
れ
ば
雨
階
扱
の
緯
支
出
中
、
米
穀
の
占
な
る
割
合
は
夫

月家収族入の 米給む自料費縛る割用支生合活の出9者占中4 割支周勢働合出回者%占中米むの紙賀る 給飲中む料米食る物割生費用合資活総者9の4額の占1|物贋労1働用舎資総者7の6額の占飲中む歪米るI

60園未満 19.80 23.04 45.71 45.87 

80園未満 15.19 10.54 40.03 43.47 

100園未満 18.61 16.90 37.11 40.25 

120図未満 11.95 14..73 34.03 .38.61 

140園未満 11.04 13.69 33.02 37.05 

160園未満 10.05 12.87 30.06 35.30 

180園未満 0.83 11.88 31.28 34，，75 

200図未満 8.73 10.23 29.05 32.13 

200園以上 7.86 10.75 27.84 33.22 

一一一一
々
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
自
大
正
十
五
年
九
月
至
昭
和
二
年
八

月
内
閣
統
計
局
の
家
計
調
査
報
告
を
見
る
に
、
雨
階
級
に
於
け

る
鱒
支
出
中
、
米
費
用
の
占
む
る
割
合
誼
に
飲
食
物
費
綿
額
中

米
費
用
の
占
む
る
割
合
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
の
数
字
に
よ
り
且

Y

グ
Y
法
則
が
よ
く
妥
営
す
る
を
見
る

所
で
あ
っ
て
、
生
計
費
中
米
費
用
が
最
も
多
く
の
割
合
を
占
む

る
は
、
月
牧
六
十
固
未
満
の
労
働
者
階
級
た
る
を
知
り
得
る
の

で
あ
る
。
従
て
最
低
統
消
費
者
の
生
計
費
を
基
準
ざ
す
る
場
合

に
は
、
右
の
月
肱
六
十
回
未
満
の
勢
働
者
の
生
計
費
を
基
準
ず
」

内閣統計局 白大正十五年八月豆昭和二年八月ー家計調査報告・第二念上.三
一七、三一六頁。



す
る
が
営
然
で
あ
ら
う
。

月
牧
六
十
回
未
満
の
帥
労
働
者
の
生
計
費
を
基
準
ご
す
る
に
際
し
で
も
、
ト
ェ
ン
グ
戸
法
則
の
思
想
を
採
っ
て
、

右
勢
働
者
階
級
の
組
支
出
中
、
米
費
用
の
割
合
が
二
三
・

O
四
Mm
を
占
む
る
を
以
て
常
持
さ
な
し
、
米
費
用
が
そ

れ
以
上
の
割
合
を
占
む
る
や
う
に
米
慣
が
騰
貴
す
る
場
合
に
於
て
、
米
債
を
調
節
す
ぺ
し
ぜ
な
す
の
か
、
己
ま
た

は
右
の
勢
働
者
階
較
の
飲
食
物
費
総
額
中
、
米
費
用
の
占
む
る
割
合
が
四
五
・
八
七
Mm
を
占
む
る
を
以
て
常
態
ご

な
し
、
米
費
用
が
そ
れ
以
上
の
割
合
を
占
h
u

る
や
う
米
慣
が
騰
貴
す
る
場
合
に
、
米
債
を
調
節
せ
よ
さ
な
す
の
か

悲
に
も
疑
問
が
存
す
る
。

布
何
れ
の
基
準
を
採
用
す
る
さ
な
す
も
、
ぞ
れ
は
自
大
正
十
五
年
九
月
至
昭
和
二
年
八
月
の
米
慣
が
、
右
の
労

働
者
階
扱
の
牧
入
さ
通
営
な
る
釣
合
を
保
も
居
り
し
こ
さ
、
部
も
砂
田
時
の
米
慣
が
月
牧
六
十
固
未
満
の
勢
働
者
の

生
計
費
よ
ち
考
へ
て
公
正
な
り
し
も
の
さ
の
前
提
の
下
に
於
て
、
初
め
て
鴬
き
る
、
所
で
あ
る
。
果
し
て
之
が
釣

合
は
遁
度
な
り
し
や
否
や
じ
就
て
は
夏
じ
吟
味
す
る
を
要
す
る
所
で
ゐ
る
。
今
之
を
吟
味
す
る
矯
め
、
勢
働
者
一

世
帯
一
箇
月
の
平
均
勤
勢
牧
入
封
貰
支
出
に
就
て
見
る
に
、
月
牧
六
十
回
未
満
の
も
の
に
於
て
は
ご
固
五
十
九
銭

の
不
足
を
告
げ
、
買
牧
入
封
質
支
出
に
於
て
は
三
十
四
銭
の
過
剰
を
来
た
し
て
ゐ
る
。
今
若
し
米
以
外
の
家
計
品

の
債
格
が
勢
働
者
の
牧
入
に
罰
し
て
去
正
で
あ
り
、
且
つ
米
以
外
の
支
出
項
目
が
合
理
的
じ
選
ば
れ
、
更
に
葉
の
支

出
が
合
理
的
に
行
は
れ
化
り
さ
偲
定
す
れ
ば
、
営
時
の
米
債
は
勤
勢
股
入
の
貼
よ
り
考
ふ
れ
ば
梢
高
き
に
失
せ
る

も
の
ご
考
へ
ら
れ
、
貫
牧
入
の
貼
よ
り
判
断
す
れ
ば
米
債
は
相
営
な
り
し
も
の
さ
解
せ
ら
れ
る
。

斯
く
の
如
〈
生
計
費
に
就
て
考
容
を
進
む
る
場
合
に
於
ず
は
、
基
準
ざ
し
て
採
用
す
ぺ
き
生
計
費
に
就
て
幾
多

時

E曲

米
償
基
準
設
定
に
一
就
い
て

第
三
十
一
倉

四

第
二
披

八
五



時

論

米
償
基
準
設
定
に
続
い
て

第
三
十
一
血
管

二
回
二

第
二
球

八
六

の
疑
問
が
生
じ
来
た
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
今
一
歩
を
譲
り
て
営
時
の
米
慣
が
月
牧
六
十
固
未
満
の
勢
働
者
の
生
計

費
よ
り
考
へ
、
円
公
正
な
り
し
も
の
ざ
す
れ
ば
、
営
時
の
米
債
は
既
に
彼
等
階
扱
に
さ
り
で
は
、
米
穀
に
罰
す
る
負

擢
力
の
上
限
に
あ
り
し
も
の
さ
云
ム
a

へ
き
で
あ
る
。
米
穀
の
如
き
必
需
品
に
劃
す
る
需
要
は
、
服
A

廿
貫
牧
入
が
減

少
せ
る
場
合
に
於
て
も
比
較
的
に
之
を
減
少
し
難
き
も
の
な
る
が
故
に
、
景
気
麺
動
に
仲
ふ
て
貫
牧
入
が
大
い
じ

減
少
す
る
場
合
に
於

τ、
若
し
米
慣
が
賓
牧
入
ぎ
同
一
比
率
に
下
落
せ
ざ
れ
ぽ
、
大
い
な
る
苦
痛
を
奥
ふ
る
も
の

だ
る
や
疑
な
き
所
で
あ
る
。

き
れ
ば
勢
働
者
の
生
計
費
を
基
準
ざ
す
る
場
合
ド
は
、
総
支
出
中
米
費
用
の
占
h
u

る
重
要
度
よ
り
者
へ
‘
従
那

の
勢
働
者
階
扱
の
生
活
基
準
を
維
持
す
る
上
に
は
、
米
慣
が
他
の
家
計
用
品
の
債
格
(
家
賃
を
も
合
h
U
)

さ
の
釣

合
に
於
て
、
如
何
な
る
程
度
に
あ
る
ぺ
き
か
を
判
断
す
る
を
要
す
る
。
併
乍
ら
雌
労
働
者
の
賓
牧
入
を
構
成
す
る
労

賃
、
副
牧
入
、
組
支
出
を
構
成
す
る
米
穀
、
一
般
家
計
用
品
(
家
賃
を
も
合
h
u
)

の
債
格
は
、
夫
々
一
様
の
割
合

を
以
て
騰
落
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、
生
計
費
よ
り
米
債
基
準
を
算
出
す
る
場
合
に
は
一
々
此
等
の
騰
落

割
合
を
掛
酌
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
之
を
行
ふ
た
め
に
は
生
計
費
指
数
(
我
固
に
於
て
は
未
だ
存
せ
十
、
僅

に
小
買
物
債
指
数
よ
り
推
定
し
得
る
に
留
ま
る
)
を
必
要
ざ
す
ぺ
く
、
ま
た
此
の
指
数
の
作
成
を
侯
て
始
め
て
貫

質
賃
銀
の
騰
落
を
も
判
断
し
得
る
も
の
な
る
が
故
に
、
今
日
に
於
て
は
第
働
者
の
家
計
調
査
さ
貨
幣
賃
銀
(
位
令

小
買
物
債
を
常
に
掛
酌
す
る
さ
雄
も
)
の
盤
動
さ
の
み
よ
ち
し
て
、
勢
働
者
階
級
の
米
穀
に
劃
す
る
負
携
力
の
如

何
を
判
断
し
、
以
て
米
債
調
節
の
上
限
た
る
ぺ
き
基
準
を
正
確
に
確
定
す
る
こ
さ
は
至
難
さ
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。



第
五

J士
不口

論

以
上
に
豆
て
米
債
基
準
の
意
義
を
瞭
に
し
、
之
を
決
定
す
る
諸
標
準
に
就
て
論
及
し
た
。
且
つ
R

公
正
な
る
基
準

を
決
定
す
る
こ
さ
の
如
何
に
困
難
な
る
か
を
指
摘
し
た
。
何
れ
の
提
案
に
就
て
考
ふ
る
も
完
全
な
る
も
の
さ
は
云

ひ
難
〈
、
一
長
あ
れ
ば
一
短
あ
り
、
一
の
提
案
を
以
て
基
準
を
設
定
す
る
は
危
険
を
合
む
も
の
さ
云
ふ
J

べ
き
で
あ

る
。
き
れ
ば
賓
際
の
基
準
設
定
に
際
し
て
は
各
提
案
の
持
つ
長
所
を
綜
合
し
て
、
な
る
ぺ
く
完
全
じ
近
き
も
の
を

建
よ
こ
さ
を
要
す
る
。
最
近
新
聞
紙
上
に
後
表
さ
れ
た
る
農
林
省
の
原
案
を
見
る
に
、
院
通
の
如
く
、
最
低
級
の

消
費
者
生
計
費
よ
り
基
準
の
上
限
を
算
定
し
、
農
家
の
生
産
袈
よ
り
共
の
下
限
栓
算
出
す
る
案
h
y
採
用
す
る
外
に
、

之
を
補
ふ
に
一
一
般
物
債
指
数
及
び
其
の
他
の
経
済
的
僚
件
を
以
て
す
る
模
様
で
あ
る
。
備
ほ
之
に
は
米
債
の
趨
勢

を
も
加
味
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。
章
一
基
準
に
よ
る
よ
り
も
複
合
基
準
に
よ
る
方
が
、
よ
り
合
理
的
な
る
は
論
を

侯
た
ぎ
る
所
で
あ
る
。
然
し
偲
A
T
複
合
基
準
を
採
用
す
る
に
し
て
も
、
既
に
遁
ぺ
た
る
所
じ
よ
っ
て
明
ら
か
な
る

が
如
く
、
之
が
完
成
に
は
何
幾
多
の
難
闘
が
存
す
る
こ
さ
、
信
や
る
。

米
債
調
節
が
園
民
生
活
安
定
上
是
非
必
要
な
る
こ
さ
が
是
認
せ
ら
る
、
限
り
、
米
債
基
準
を
設
定
す
る
の
肝
要

な
る
は
言
伝
侠
た
ざ
る
所
で
あ
る
。
此
の
基
準
設
定
に
関
し
て
は
、
消
費
者
及
び
生
産
者
に
劃
し
て
充
分
公
正
な

る
も
の
を
選
ぶ
べ
き
は
営
然
な
る
が
、
元
来
生
産
及
び
消
費
の
雨
者
を
完
全
に
満
足
せ
し
め
得
る
米
債
な
る
も
の

が
存
せ
ざ
る
や
瞭
な
る
所
で
あ
る
コ
き
れ
ば
米
債
基
準
の
設
定
じ
際
し
て
は
、
一
国
の
立
国
政
策
が
多
少
反
映
す

る
こ
さ
は
蓋
し
巳
む
を
得
ぎ
る
所
で
あ
ら
う
。
商
工
立
国
政
策
を
採
る
を
妥
営
さ
せ
ば
、
成
る
可
〈
消
費
者
階
級

時

E曲

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

四

第
二
競

A 
七



時

1命

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て

第
三
十
一
巻

四

四

第
二
披

八
八

に
有
利
な
る
基
準
を
選
ぶ
ぺ
〈
、
ま
わ
ル
農
業
維
持
が
園
民
経
溝
上
必
要
吉
考
へ
ら
る
、
場
合
に
は
、
米
穀
生
産
者

に
多
少
有
利
な
る
も
の
を
選
ぶ
ぺ
き
こ
さ
、
さ
な
る
。
海
外
よ
り
の
低
安
な
る
穀
物
轍
入
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た

る
前
世
期
の
欧
洲
農
業
恐
慌
に
際
し
で
も
、
英
士
口
利
は
断
然
商
工
立
国
主
義
を
採
り
、
穀
物
自
由
貿
易
に
よ
っ
て

商
工
業
の
後
展
を
岡
り
、
獅
傭
諸
国
は
穀
物
閥
税
に
よ
ゐ
保
護
主
義
を
探
用
し
て
囲
内
の
穀
債
を
引
上
ぐ
る
政
策

を
探
り
、
ま
た
丁
抹
は
穀
物
関
税
に
上
る
農
業
保
護
政
策
を
採
ら
や
、
農
業
経
替
の
多
様
化
ぜ
協
同
組
合
に
よ
る

配
給
組
織
の
改
善
さ
仁
依
て
難
闘
を
切
り
抜
り
穴
。
伺
れ
の
政
策
も
営
時
に
於
け
る
夫
々
各
国
の
諸
事
情
に
照
し

考
ふ
れ
ば
E
営
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

唯
考
ふ
べ
き
こ
さ
は
、
今
日
の
本
邦
米
作
経
替
の
不
振
は
、
低
廉
な
る
憂
鮮
米
の
轍
入
さ
、
農
業
ぞ
の
も
の
、

資
本
主
義
経
梼
へ
の
順
臆
の
困
難
さ
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
然
し
我
が
米
作
樫
替
に
ご
り
で
の
強
味
は
、
内
地
米

が
特
殊
な
る
品
質
を
有
し
邦
人
の
之
に
謝
す
る
執
着
力
強
き
た
め
外
米
の
影
響
比
較
的
少
な
き
こ
さ
、
、
人
口
増

加
芝
生
活
の
向
上
さ
に
基
き
内
地
米
に
劃
す
る
需
要
が
増
加
す
る
傾
向
を
一
不
す
こ
芝
、
で
あ
る
。
従
て
今
日
我
圃

の
米
作
鰹
替
の
難
闘
は
、
前
世
期
の
欧
洲
各
国
農
業
の
蒙
れ
る
困
難
に
比
す
れ
ば
、
蓮
に
微
少
な
る
も
の
申
」
云
ふ

ぺ
き
で
あ
る
3

蕊
に
於
て
か
米
債
基
準
設
定
に
よ
る
米
債
調
節
策
さ
相
侯
て
、
宜
し
く
農
家
は
協
同
組
合
に
基
く

自
助
蓮
動
に
よ
っ
て
樫
替
の
改
善
を
期
し
、
ま
た
農
業
倉
庫
其
の
他
の
施
設
仁
よ
っ
て
販
賓
組
織
の
改
善
を
圃
り

以
て
米
作
鰹
携
の
振
興
を
固
る
ぺ
〈
、
政
府
の
米
憤
釣
上
策
の
み
に
依
頼
す
ぺ
き
に
あ
ら
ぎ
る
や
論
を
侯
た
ざ
る

所
で
あ
る

0
2、
七
、
三
)


